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主論文    

CDK inhibitors, p21Cip1 and p27Kip1, participate in cell cycle exit of mammalian 

cardiomyocytes 

（CDK阻害因子p21Cip1とp27Kip1は哺乳類心筋細胞の細胞周期離脱に関与する） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 哺乳類の心筋細胞は生後に細胞周期から離脱し、ほとんどの細胞が二度と増殖できない。

本研究では、この細胞周期離脱に対して細胞周期進行の阻害因子であるCip/Kipファミリー

蛋白質が関与するか否かをマウスにおいて検討した。その結果、3つのファミリー蛋白質の

うち、p21とp27のみが生後の細胞周期離脱期に心臓で発現、cyclin-CDKと複合体を形成し

ていた。さらに、p21とp27のそれぞれのノックアウトマウスにおいて、心筋細胞の一部が

細胞周期から離脱せず、細胞周期を進行させていた。これらの結果は、p21とp27が心筋細

胞の細胞周期離脱に重要な役割を果たすことを示す。本論文の内容は、発生過程の増殖制

御機構の一端を明らかにしたものであり、発生生物学および細胞生物学分野において明ら

かに学術水準を高めたものと認める。 
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